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基幹産業としての観光が目指す姿を描く中長期的なビジョン（若手の皆様へのメッセージ）

2040年、日本の未来をつくるあなたへ

「観光で生きる」という選択
人口減少・高齢化が加速する日本で、観光は「地域の価値を世界に伝える」基幹産業へと進化する。

2040年に向けて社会の中核を担う皆様へのメッセージ。～観光で働くとは、人生の記憶の一部を支えること～

背景

・これまでの「工場誘致・人口増加」モデルは限界を迎える。
・学校・病院・公共交通の維持も困難になる地域が増える。

だからこそ、新しい社会の形をつくれる時代でもある。

観光産業とは？
・地域の自然・歴史・文化・食・工芸・地場産業、そして
人々の暮らしそのものを体験として再編集する産業

・出会い、交流で人と人をつなぐ産業
・見た景色、体験など人生の大切な時間に関わる産業

高付加価値化＝質の高い体験を適正価格で。収益は
現場で働く人に還元し、人材育成へ再投資する責任
を産業界は持つ。

未来をつくるあなたへ６つのメッセージ

１．観光は「人生を動かす仕事」です

旅はただの移動ではなく、人が自分を見つめ直すきっかけ。
価値観を広げ、誰かの人生を前向きに動かす。

２．観光は「感動産業」「幸福産業」です ３．「日本の価値を伝える仕事」を担います
楽しみたい・知りたいという前向きな気持ちから生ま
れる、新しい発見と共感の体験。心が動く瞬間をあな
たが演出する。

モノやサービスがあふれる時代に大切なのは感動や
幸福感など「心に残る価値（感情価値）」。地域の
魅力を見つけ、日本の価値そのものを伝える存在に。

✧ 地域にお金が落ちる。
✧ 住む人に誇りと自信をもたらす。
✧ 国際的な信頼・ネットワークを築く。
✧ 人生の記憶の一部を支える。

4．「選んだ地域で生きる意味」となります ５．「つなぎ直す」ことで何かが生まれます ６．観光を「安心して続けられる仕事」に

地元に残るか新しい地域に移るか、どちらを選んでも、
海外の来訪者と出会い、広い視野で世界とつながれる。

観光は人と人、地域と地域、分野と分野をつなぐ仕事。
伝統文化などに光を当て、次の担い手を生む。
分断が生まれやすい時代に意味を持つ力。

観光で生きる成長イメージ

１．現場で力を深めていく成長
（人の期待を読み、価値をつくる力を育てる）

Step１ 期待を知る ー相手が何を求めているか理解する

Step２ 期待に応える ー安定した対応で信頼を得る

Step３ 期待を超える ー期待を上回る体験をつくる

Step４ 関係を広げる ー再訪者を増やす

Step５ 価値を体現するー地域の魅力を伝える存在に

２．役割を広げていく成長
（観光を地域や社会の価値につなげる）

Step１ 来訪者を迎える人 ー現場で基礎を身につける

Step２ 体験を編集する人 ー地域資源を組み合わせる

Step３ つなぐ人 ー再訪・継続的関係を生む

Step４ 地域を動かす人 ー接続する仕組みをつくる

Step５ 価値を示す人 ー地域・日本の価値を広く伝える

・AIやロボットに置き換えられにく
い、人の気持ちをくみ取る力・体
験をつくる力を身につけられる。

・「誰でも始められる」と同時に
「誰もが高度化できる」。
この二面性こそ最大の魅力

観光産業で働くメリット
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